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現在、我が国では、第 4 次産業革命の推進に向け、革新的技術を核としたイノベ

ーションを生み出すべく、ロボット、AI（人工知能）、IoT やビッグデータ等の新

しい技術を活用した様々な試みが進められています。その動きをより強固なものに

するには、長年培ってきた多種多様な技術革新の芽を大きく育てる仕組み、即ち具

体的な戦略づくりが必要であります。 

 一般財団法人機械システム振興協会（以下、「協会」という。）では、平成 26 年

度から調査開発事業の中核として「イノベーション戦略策定事業」を、外部組織の

皆様とともに始め、3 年目を迎えました。 

 本事業の目的は、機械システムによる新たな社会変革を目指す革新的・先進的技

術を基にした戦略づくり、きっかけづくりであります。このため関連する複数の分

野の関係者が一堂に会して議論を行い、現状の問題点や課題を検討・整理し、実現

すべきシステムの姿およびその実現方策・道筋等を策定するものです。 

 「対話型 DB システムを活用したイノベーション人材活用戦略の策定」は、上記

事業の一環として、昨年度の成果を踏まえ、企業の人事関係者が人材決定の際に必

要な情報を効率的に抽出して利用することを可能とし、かつ、サステイナブルに進

化し続ける人事システムの基本モデルとして、研究開発におけるイノベーション人

材を例に、人工知能を視野に入れた対話型 DB システムの構築を目指して、一般社

団法人研究産業・産業技術振興協会に委託して実施し、多様な分野の関係者ととも

に協会も参加して議論・検討を行いました。また、協会に「機械システム開発委員

会」(委員長：（公財）ハイパーネットワーク社会研究所 理事長・所長、東京大学 名

誉教授 大場 善次郎 氏)を設置し、そのご指導・ご助言を受けました。 

 この成果が、機械システムによる新たな社会変革の進展に寄与するきっかけとな

れば幸いです。 

 

 

 平成 29 年 3 月 

                    一般財団法人機械システム振興協会 

  



はじめに 

 

今日、経済社会活動はグローバル化、技術の高度化が著しく進展し、その活動を

支える情報通信・ネットワークの構築、超高速コンピュータ、人工知能、モノのイ

ンターネット化、ビッグデータ等の技術が現実のものとなりました。一方、企業を

はじめとする組織は、人事、会計、文書などの業務システムを導入し IT 技術を活

用し、効率的で正確な事務の実現を図ってきました。しかしながら、世界市場で競

争力を維持発展するために多岐にわたる膨大な情報をスピード感と柔軟性をもっ

て攻めの経営判断をするために、業務システムで管理している膨大な情報は必ずし 

も最先端の情報処理技術をもって活用しているとは言えない状況にあります。 

当協会は、このような状況認識のもと、平成 27 年度から（一財）機械システム

振興協会の委託を受けて、「攻めの経営を支える業務システム構築に関する戦略策

定」を進めてまいりました。業務システムの中でも最も機密性・独立性が高く、高

度な知識ベースが求められる人事システムに注目し、既存の情報やシステムに関す

るリソースを活かしつつ最新技術のシステム・データベースを導入するサステイナ

ブルな方法論として、業務定義からアプリケーションを自動生成できる機能で利用

者自らニーズに即したシステムを構築できる「GeneXus」及び「kDB（カーネルベ

ース型データベース）」が有効であることを示しました。 

今年度は、この成果をさらに発展させ、「対話型 DB システム」を利用して実際

のイノベーション人材を例に人材要素の抽出、定量化、統計処理等を実行し、人材 

評価や人材特性に応じた育成支援に利用できる可能性があること、IT の専門知識が

なくても、目的に応じて要素の変更・追加等が自由にできる柔軟性があることを明

らかにしました。 

この成果は、企業や研究機関におけるイノベーション人材の採用・育成・配置 

に直ちに導入検討が可能なものであり、さらに、グローバル人材、トップ人材、他

の業務システム等の広範な分野に展開される可能性を秘めています。 

本事業の実施にあたり、ご指導、ご協力を賜りました委員の方々、ご講演、ヒア

リング調査、アンケート調査等でご協力下さった企業の方々をはじめ関係各位に心 

から感謝申し上げますとともに、イノベーション戦略を推進する現場等で活用され、

産業技術の発展に貢献することを願っています。 

 

平成 29 年 3 月 

一般社団法人研究産業・産業技術振興協会 
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